
　水
戸
城
址
及
び
弘
道
館
付
近
の
散
策

　
去
る
、
二
月
一
日
及
び
三
月
三
日
に
「
女
性
部

視
察
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
19
名
と
20
名
計
39
名
で
し
た
。
両
日
と
も
、

弘
道
館
の
見
学
と
復
元
さ
れ
た
大
手
門
付
近
の
散

策
、
昼
食
は
買
い
物
を
兼
ね
て
の
那
珂
湊
港
に
面

す
る
森
田
水
産
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
エ
ビ
フ

ラ
イ
定
食
や
海
鮮
丼
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

身
も
心
も
十
分
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
弘
道
館
は
水
戸
藩
第
九
代
藩
主
で
あ
る
徳
川
斉

昭
公
が
藩
校
弘
道
館
の
建
設
と
偕
楽
園
の
造
成
を

同
時
に
行
い
、
弘
道
館
は
総
合
教
育
機
関
と
し
て

文
武
両
道
、
偕
楽
園
は
修
業
の
心
身
を
休
め
る
保

養
の
場
と
し
て
機
能
さ
せ
、「
一
張
一
弛
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
休
む
時
は

ゆ
っ
く
り
休
む
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
大
切
に
し
た

そ
う
で
す
。

　
正
門
に
は
水
戸
藩
の
最
後
の
激
戦
の
跡
（
弾
痕
）

が
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま
す
。
面
す
る
大
手
門
を

く
ぐ
る
と
、
き
れ
い
な
資
料
館
が
あ
り
、
水
戸
城

だ
け
で
な
く
、
水
戸
藩
全
体
の
様
子
が
映
像
等
で

展
示
さ
れ
て
い
て
幅
広
い
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
福
祉
バ
ス
に
よ

る
移
動
は
快
適
そ
の
も
の
で
、

研
修
会
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　（
文
責
：
広
報
委
員
会
）

　
　
　宍
戸
小
学
校
の
思
い
出

　
僕
は
、
六
年
間
過
ご
し
た
宍
戸
小
学
校
で
、
た

く
さ
ん
の
事
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
し
た
時
、
不
安
な
気
持
ち
が
多

か
っ
た
け
れ
ど
、
先
輩
方
や
先
生
方
が

優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
楽
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
生
、

小
学
校
に
慣
れ
て
、
多
く
の
友
達
と
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
・
四
年
生
の
時
、
感
染
症
が
全
国

的
に
広
が
り
大
変
な
時
期
で
し
た
が
、

そ
れ
に
負
け
ず
充
実
し
た
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
五
年
生
、
高
学
年
の
自
覚
を

も
ち
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動

し
、
友
達
と
の
仲
が
深
ま
り
ま
し
た
。

六
年
生
、
延
期
に
な
っ
て
い
た
宿
泊
学

習
に
行
き
ま
し
た
。
二
日
間
、
友
達
と

様
々
な
活
動
を
し
、『
チ
ー
ム
六
年
』
と

し
て
の
絆
を
、
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

宍
戸
小
で
出
会
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔
、
こ
れ
か

ら
も
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
元
気
で
最
高

の
仲
間
た
ち
は
、
僕
の
一
生
の
宝
物
で
す
。
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大
型
連
休
に
変
化 

？

大
型
連
休
中
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
。
特
に
、
ご
高
齢
の
方
々
は

い
か
が
で
し
た
か
。
私
自
身
で
言
い
ま
す
と
、
最
近
は
、
連
休
な
ど
人

出
が
多
く
な
る
時
期
は
ど
う
も
旅
行
等
は
敬
遠
し
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
、

普
段
休
み
の
と
れ
な
い
現
役
世
代
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
意

識
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
聞
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、
先
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で

は
、
あ
る
大
手
旅
行
会
社
の
予
約
数
が
前
年
と
比
べ
て
三
割
も
減
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
航
空
会
社
で
も
二
割
減
と
い
う
こ
と
。
そ
の

要
因
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
宿
泊
料
金
（
二
年
前
の
二
倍
以
上
）
や
航

空
運
賃
の
高
騰
で
す
。

こ
の
連
休
中
は
、
観
光
地
等
に
外
国
人
観
光
客
が
殺
到
し
、
都
会
の

デ
パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
高
額
な
商
品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
ま
た
、
高

級
料
理
店
で
も
高
級
食
材
が
惜
し
み
も
な
く
食
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

題
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
般
庶
民
と
し
て
は
、
指
を
咥
え
て
見
て

い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
の
日
本
人
が
世
界
各
国
で
行
っ
て
き
た
光

景
が
、
今
の
日
本
で
逆
転
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
他
方
で
、
人
気
を
博
し
た
の
が
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
と
地
域
で

行
わ
れ
た
催
事
の
よ
う
で
す
。
要
は
、「
安
近
短
」。
多
く
の
日
本
人
は
、

海
外
旅
行
や
観
光
地
に
は
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
か
ら
、
日
帰
り

で
近
い
と
こ
ろ
で
が
ま
ん
し
よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

世
界
的
に
見
て
も
、
我
が
国
は
平
和
で
、
治
安
も
い
い
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
は
、
外
国
人
に
は
喜
ば
れ
て
も
、
日
本
人
に
は
総
て
が
い

い
と
は
限
ら
な
い
の
が
今
の
日
本
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
三
十

年
我
が
国
で
は
初
任
給
が
ほ
ぼ
据
え
置
き
、
非
正
規
雇
用
が
大
幅
増
加
、

こ
こ
数
年
は
、
極
端
な
円
安
で
物
価
高
騰
と
、
日
本
人
に
と
っ
て
我
が

国
は
暮
ら
し
や
す
い
な
ど
と
言
え
る
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
、
何
度
か
行
っ
て
い
る
県
外
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
助
成
金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
割
安
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
ら
、
そ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
助
成
金
の
分
を
上
乗
せ
し
た
料
金
に
設
定
替
え
し
て
い
た
の
で

す
。
従
っ
て
、
支
払
っ
た
料
金
は
助
成
金
の
な
か
っ
た
と
き
と
同
じ
。

そ
れ
以
降
、
料
金
設
定
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。
も
う
そ
の
ホ
テ
ル
に
は

金
輪
際
行
き
ま
せ
ん
。

再
び
新
聞
記
事
に
戻
り
ま
す
が
、
大
型
連
休
の
予
定
は
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
に
「
自
宅
で
過
ご
す
」
と
の
回
答
が
、
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

の
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
安
全
で
、
安
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

同
感
、
同
感
。

「こぶしの会」の皆さん
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たずねてみたら

思い出の写真

おしらせ欄

お問い合わせは、支部長 雨谷高市
☎ 080-2025-3896 が対応いたします

地域の皆様のご協力により下記のとおり、収益があり
ましたのでご報告いたします。売上金は高齢者宅への
配食事業等に活用していく所存です。

地域ボランティアに 令和５年度秋の福祉バザー収益金について

宍戸小福祉バザー 270,390 円
ふるさとまつり 71,125 円
冬の陣 21,430 円
旧陣屋夏祭り 10,230 円

合計 373,175 円

皆様のご協力に際し
深く感謝申し上げます。

支部長 雨谷 高市
女性部長 上沼みどり
スタッフ一同

あなたの

を
お貸しくださ

い

動画で～す

2/15 配食活動2/3 飛龍神社の豆まき
12/10 大田町宝会駅ロータリー花壇の手入れ

11/15 道路里親宍戸 宍戸小児童との花植え
11/10 高齢者向け料理講習

会

10/29 宍戸地区高齢者クラブ輪投げ大会



令和５年度決算報告 R5.4.1~R6.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

繰越金 536,295

304,156

0211,496

536,295 0 前年度繰越金

還元金 880,000 887,500 7,500 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 263,750 100,750 福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 88,750
宍戸小 PTA助成金 25,000
笠間市社協からの助成金 100,000

事業収入 400,000 558,025 158,025 女性部手づくり収益、福祉バザー収益（宍戸小・

ふるさとまつり・冬の陣他）、配食個人負担金

寄付金 10,000 15,000 5,000 旧陣屋「冬の陣」から

雑収入 0 50,005 50,005 研修視察の戻り金、利子

合 計 1,989,295 2,310,575 321,280

支出の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

会議費 15,000 10,334 △4,666 運営委員会、総会資料作り、会計監査他

事務費 15,000 20,591 5,591 封筒 コピー用紙 文具代

事業費 1,350,000 1,231,556 △118,444

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報紙発行費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

120,000
100,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000

100, 000
20,000
80,000

45,777
121,966
70,000
194,758
50,000
75,000
80,000
1,000

320,684
50,000
50,000
45,563
8,216

118,592

△74,223
21,966

0
△5,242

0
0
0

△4,000
△29,316

0
0

△54,437
△11,784
38,592

合同地区懇談会、宍戸小星座観察会、道路里親宍戸

手づくり会費、ふるさとまつりバザー経費他

支部だより２回分他 活動費 交流会費

笠間市こども会育成連合会宍戸小支部活動

女性部研修へ助成 (代議員研修と自然観察会中止)
宍戸小運動会祝金、創立 150周年祝金

広報研修費

配食 12回分（米代、お弁当容器代等）

高齢者クラブ

宍戸小学区区長会へ

グラウンドゴルフ１回分、（６月は雨で中止）

飲料水 缶詰

厨房換気扇 蛇口交換 プロジェクター等

需用費 220,000 116,493 △103,507 電話代・ガス代・会館保険代・台所用品代等

雑 費 40,000 12,280 △27,720 コピー機トナーカートリッジ代

連絡調整費 15,000 14,340 △660 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 334,295 293,872
7

△40,423 厨房雨漏り修理代等、ミシン処分費、ミシン修理代

合 計 1,989.295 1,699,466 △289,829

収入合計 2,310,575円－支出合計 1,699,466円＝残金 611,109円 次年度へ繰り越し

令和６年度 予算書 R6.4.1～R7.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 本年度予算額 前年度予算額 増 △減 付 記

繰越金 611,109

304,156

0211,496

536,295 74,814 前年度繰越金

還元金 880,000 880,000 0 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 163,000 0 福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 88,000
宍戸小 PTA助成金 25,000

事業収入 500,000 400,000 100,000 福祉バザー収益金、女性部手づくり収益金

配食個人負担金

寄付金 10,000 10,000 0 地域からの寄付金

雑収入 0 0 0 利子他

合 計 2,164,109 1,989,295 174,814

支出の部 （単位：円）

項 目 本年度予算額 前年度予算額 増 △減 付 記

会議費 15,000 15,000 0 代議員会他

事務費 15,000 15,000 0 封筒 コピー用紙 文具代等

事業費 1,350,000 1,350,000 0

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報委員会活動費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

100,000
120,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000
100,000
20,000
80,000

120,000
100,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000
100,000
20,000
80,000

△20,000
20,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

地区懇談会、道路里親宍戸助成金他

手づくり会、バザーへの助成金他

支部だより２回分、活動費

笠子連宍戸小支部活動

３回実施分

宍戸小運動会祝金他

配食 12回分（米代、弁当箱容器代他）

高齢者クラブ

宍戸地区区長会

グラウンドゴルフ２回

非常食缶詰等

需用費 220,000 220,000 0 電話代、ガス代、会館保険代他

雑 費 40,000 40,000 0 コピー機カートリッジ代

連絡調整費 15,000 15,000 0 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 509,109 334,295 174,814 会館内の修理他

合 計 2,164,109 1,989,295 174,814
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
方
針

　
笠
間
市
社
協
宍
戸
支
部
は
、
笠
間
市
で
唯

一
活
動
の
拠
点
で
あ
る
支
部
会
館
を
有
し
て

い
ま
す
。
当
支
部
は
そ
の
利
便
性
を
十
分
に

生
か
し
、
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
、
女
性

部
、
こ
ぶ
し
の
会
、
広
報
委
員
会
な
ど
の
専

門
委
員
会
が
中
核
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
事
業
を
推
し
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
組
織
を
充
実
し
各
関
係
機

関
、
各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
宍
戸
地

区
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
支
部
役
員
）

支
部
長 

雨
谷
　
高
市
　
旧
陣
屋
２

副
支
部
長
　
小
菅
　
栄
子
　
中
町

　
　
同
　
　
前
嶋
　
晃
司
　
旧
陣
屋
１

会 

計
　
　 

関   

　
令
子
　
橋
爪
２

書 

記      

米
川
　
雄
一
　
旧
陣
屋
２

監 

事
　
　  

横
倉
　
一
男
　
大
古
山

　
　
同  

　 

柴
沼
　
　
茂
　
上
町
　
　
　

　
　
同
　   

和
田
　
博
美
　
松
山
団
地
２

顧 

問
　
　  

根
本
　
芳
雄
　
大
田
町
２

　
　
同
　
　
伊
東
　
勝
男
　
中
町

１　地域住民とともに社協活動への理解を深め、会員の確保に努める。
２　区長会、民生委員・児童委員協議会及び高齢者クラブとの連携を図る。
３　笠間市社協との連携を強化し、他支部との交流を進める。
４　福祉推進委員の資質向上に資する研修会及び視察研修を実施する。
５　児童福祉事業の充実を図る。
　　（１）小学校との連携を密にした学校事業への協力
　　（２）子ども会、スポーツ少年団活動等への援助
　　（３）地域の教育環境整備活動に協力
６　災害等発生時における地域への貢献に努める。
７　社協宍戸支部会館を会場とする「介護予防の運動・体操教室」に協力する。
８　各専門委員会の事業
　　（１）青少年健全育成委員会

（ア）青少年健全育成及び安心して住める地域を目指す「地区懇談会」の開催
（イ）「小学生夏休みわくわく体験」の実施
（ウ）宍戸小学校に対するサポート（そろばん学習）
（エ）宍戸小学校読み聞かせボランティア活動

（２）女性部
（ア）高齢者を対象とした毎月１回の「配食サービス」を実施
（イ）福祉意識高揚を目指した「福祉バザー」の開催
（ウ）女性部員の特性を生かした「手づくり会」の実施
（エ）資質向上に資する研修会及び視察研修の実施
（オ）宍戸小学校に対するサポート（ミシン学習）

（３）こぶしの会
　（ア）「配食サービス」の宅配と、高齢者との交流活動の実施

　　　　（イ）高齢者によるグラウンドゴルフ大会（年２回、宍戸地区高齢者クラブとの
　　　　　　　共催）の企画・運営

　（ウ）高齢者を対象とした市外研修会（自然観察会）の企画・運営
（４）広報委員会

　（ア）「宍戸支部だより」第135号～第136号の発行
　（イ）研修会及び視察研修への積極的参加
　（ウ）広報関係諸団体との交流促進
　（エ）コミュニティボードの企画・運営、維持・管理
　（オ）宍戸支部紹介ビデオの取材と作成・編集



令和５年度決算報告 R5.4.1~R6.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

繰越金 536,295

304,156

0211,496

536,295 0 前年度繰越金

還元金 880,000 887,500 7,500 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 263,750 100,750 福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 88,750
宍戸小 PTA助成金 25,000
笠間市社協からの助成金 100,000

事業収入 400,000 558,025 158,025 女性部手づくり収益、福祉バザー収益（宍戸小・

ふるさとまつり・冬の陣他）、配食個人負担金

寄付金 10,000 15,000 5,000 旧陣屋「冬の陣」から

雑収入 0 50,005 50,005 研修視察の戻り金、利子

合 計 1,989,295 2,310,575 321,280

支出の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

会議費 15,000 10,334 △4,666 運営委員会、総会資料作り、会計監査他

事務費 15,000 20,591 5,591 封筒 コピー用紙 文具代

事業費 1,350,000 1,231,556 △118,444

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報紙発行費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

120,000
100,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000

100, 000
20,000
80,000

45,777
121,966
70,000
194,758
50,000
75,000
80,000
1,000

320,684
50,000
50,000
45,563
8,216

118,592

△74,223
21,966

0
△5,242

0
0
0

△4,000
△29,316

0
0

△54,437
△11,784
38,592

合同地区懇談会、宍戸小星座観察会、道路里親宍戸

手づくり会費、ふるさとまつりバザー経費他

支部だより２回分他 活動費 交流会費

笠間市こども会育成連合会宍戸小支部活動

女性部研修へ助成 (代議員研修と自然観察会中止)
宍戸小運動会祝金、創立 150周年祝金

広報研修費

配食 12回分（米代、お弁当容器代等）

高齢者クラブ

宍戸小学区区長会へ

グラウンドゴルフ１回分、（６月は雨で中止）

飲料水 缶詰

厨房換気扇 蛇口交換 プロジェクター等

需用費 220,000 116,493 △103,507 電話代・ガス代・会館保険代・台所用品代等

雑 費 40,000 12,280 △27,720 コピー機トナーカートリッジ代

連絡調整費 15,000 14,340 △660 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 334,295 293,872
7

△40,423 厨房雨漏り修理代等、ミシン処分費、ミシン修理代

合 計 1,989.295 1,699,466 △289,829

収入合計 2,310,575円－支出合計 1,699,466円＝残金 611,109円 次年度へ繰り越し

令和６年度 予算書 R6.4.1～R7.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 本年度予算額 前年度予算額 増 △減 付 記

繰越金 611,109

304,156

0211,496

536,295 74,814 前年度繰越金

還元金 880,000 880,000 0 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 163,000 0 福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 88,000
宍戸小 PTA助成金 25,000

事業収入 500,000 400,000 100,000 福祉バザー収益金、女性部手づくり収益金

配食個人負担金

寄付金 10,000 10,000 0 地域からの寄付金

雑収入 0 0 0 利子他

合 計 2,164,109 1,989,295 174,814

支出の部 （単位：円）

項 目 本年度予算額 前年度予算額 増 △減 付 記

会議費 15,000 15,000 0 代議員会他

事務費 15,000 15,000 0 封筒 コピー用紙 文具代等

事業費 1,350,000 1,350,000 0

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報委員会活動費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

100,000
120,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000
100,000
20,000
80,000

120,000
100,000
70,000
200,000
50,000
75,000
80,000
5,000

350,000
50,000
50,000
100,000
20,000
80,000

△20,000
20,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

地区懇談会、道路里親宍戸助成金他

手づくり会、バザーへの助成金他

支部だより２回分、活動費

笠子連宍戸小支部活動

３回実施分

宍戸小運動会祝金他

配食 12回分（米代、弁当箱容器代他）

高齢者クラブ

宍戸地区区長会

グラウンドゴルフ２回

非常食缶詰等

需用費 220,000 220,000 0 電話代、ガス代、会館保険代他

雑 費 40,000 40,000 0 コピー機カートリッジ代

連絡調整費 15,000 15,000 0 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 509,109 334,295 174,814 会館内の修理他

合 計 2,164,109 1,989,295 174,814
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
方
針

　
笠
間
市
社
協
宍
戸
支
部
は
、
笠
間
市
で
唯

一
活
動
の
拠
点
で
あ
る
支
部
会
館
を
有
し
て

い
ま
す
。
当
支
部
は
そ
の
利
便
性
を
十
分
に

生
か
し
、
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
、
女
性

部
、
こ
ぶ
し
の
会
、
広
報
委
員
会
な
ど
の
専

門
委
員
会
が
中
核
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
事
業
を
推
し
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
組
織
を
充
実
し
各
関
係
機

関
、
各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
宍
戸
地

区
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
支
部
役
員
）

支
部
長 

雨
谷
　
高
市
　
旧
陣
屋
２

副
支
部
長
　
小
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栄
子
　
中
町

　
　
同
　
　
前
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司
　
旧
陣
屋
１

会 

計
　
　 

関   

　
令
子
　
橋
爪
２

書 

記      

米
川
　
雄
一
　
旧
陣
屋
２

監 

事
　
　  

横
倉
　
一
男
　
大
古
山

　
　
同  

　 

柴
沼
　
　
茂
　
上
町
　
　
　

　
　
同
　   

和
田
　
博
美
　
松
山
団
地
２

顧 

問
　
　  

根
本
　
芳
雄
　
大
田
町
２

　
　
同
　
　
伊
東
　
勝
男
　
中
町

１　地域住民とともに社協活動への理解を深め、会員の確保に努める。
２　区長会、民生委員・児童委員協議会及び高齢者クラブとの連携を図る。
３　笠間市社協との連携を強化し、他支部との交流を進める。
４　福祉推進委員の資質向上に資する研修会及び視察研修を実施する。
５　児童福祉事業の充実を図る。
　　（１）小学校との連携を密にした学校事業への協力
　　（２）子ども会、スポーツ少年団活動等への援助
　　（３）地域の教育環境整備活動に協力
６　災害等発生時における地域への貢献に努める。
７　社協宍戸支部会館を会場とする「介護予防の運動・体操教室」に協力する。
８　各専門委員会の事業
　　（１）青少年健全育成委員会

（ア）青少年健全育成及び安心して住める地域を目指す「地区懇談会」の開催
（イ）「小学生夏休みわくわく体験」の実施
（ウ）宍戸小学校に対するサポート（そろばん学習）
（エ）宍戸小学校読み聞かせボランティア活動

（２）女性部
（ア）高齢者を対象とした毎月１回の「配食サービス」を実施
（イ）福祉意識高揚を目指した「福祉バザー」の開催
（ウ）女性部員の特性を生かした「手づくり会」の実施
（エ）資質向上に資する研修会及び視察研修の実施
（オ）宍戸小学校に対するサポート（ミシン学習）

（３）こぶしの会
　（ア）「配食サービス」の宅配と、高齢者との交流活動の実施

　　　　（イ）高齢者によるグラウンドゴルフ大会（年２回、宍戸地区高齢者クラブとの
　　　　　　　共催）の企画・運営

　（ウ）高齢者を対象とした市外研修会（自然観察会）の企画・運営
（４）広報委員会

　（ア）「宍戸支部だより」第135号～第136号の発行
　（イ）研修会及び視察研修への積極的参加
　（ウ）広報関係諸団体との交流促進
　（エ）コミュニティボードの企画・運営、維持・管理
　（オ）宍戸支部紹介ビデオの取材と作成・編集



　水
戸
城
址
及
び
弘
道
館
付
近
の
散
策

　
去
る
、
二
月
一
日
及
び
三
月
三
日
に
「
女
性
部

視
察
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
19
名
と
20
名
計
39
名
で
し
た
。
両
日
と
も
、

弘
道
館
の
見
学
と
復
元
さ
れ
た
大
手
門
付
近
の
散

策
、
昼
食
は
買
い
物
を
兼
ね
て
の
那
珂
湊
港
に
面

す
る
森
田
水
産
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
エ
ビ
フ

ラ
イ
定
食
や
海
鮮
丼
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

身
も
心
も
十
分
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
弘
道
館
は
水
戸
藩
第
九
代
藩
主
で
あ
る
徳
川
斉

昭
公
が
藩
校
弘
道
館
の
建
設
と
偕
楽
園
の
造
成
を

同
時
に
行
い
、
弘
道
館
は
総
合
教
育
機
関
と
し
て

文
武
両
道
、
偕
楽
園
は
修
業
の
心
身
を
休
め
る
保

養
の
場
と
し
て
機
能
さ
せ
、「
一
張
一
弛
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
休
む
時
は

ゆ
っ
く
り
休
む
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
大
切
に
し
た

そ
う
で
す
。

　
正
門
に
は
水
戸
藩
の
最
後
の
激
戦
の
跡
（
弾
痕
）

が
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま
す
。
面
す
る
大
手
門
を

く
ぐ
る
と
、
き
れ
い
な
資
料
館
が
あ
り
、
水
戸
城

だ
け
で
な
く
、
水
戸
藩
全
体
の
様
子
が
映
像
等
で

展
示
さ
れ
て
い
て
幅
広
い
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
福
祉
バ
ス
に
よ

る
移
動
は
快
適
そ
の
も
の
で
、

研
修
会
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　（
文
責
：
広
報
委
員
会
）

　
　
　宍
戸
小
学
校
の
思
い
出

　
僕
は
、
六
年
間
過
ご
し
た
宍
戸
小
学
校
で
、
た

く
さ
ん
の
事
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
し
た
時
、
不
安
な
気
持
ち
が
多

か
っ
た
け
れ
ど
、
先
輩
方
や
先
生
方
が

優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
楽
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
生
、

小
学
校
に
慣
れ
て
、
多
く
の
友
達
と
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
・
四
年
生
の
時
、
感
染
症
が
全
国

的
に
広
が
り
大
変
な
時
期
で
し
た
が
、

そ
れ
に
負
け
ず
充
実
し
た
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
五
年
生
、
高
学
年
の
自
覚
を

も
ち
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動

し
、
友
達
と
の
仲
が
深
ま
り
ま
し
た
。

六
年
生
、
延
期
に
な
っ
て
い
た
宿
泊
学

習
に
行
き
ま
し
た
。
二
日
間
、
友
達
と

様
々
な
活
動
を
し
、『
チ
ー
ム
六
年
』
と

し
て
の
絆
を
、
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

宍
戸
小
で
出
会
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔
、
こ
れ
か

ら
も
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
元
気
で
最
高

の
仲
間
た
ち
は
、
僕
の
一
生
の
宝
物
で
す
。

手を組んで　福祉の町を　広げよう　　―福祉標語入選作品から―
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大
型
連
休
に
変
化 
？

大
型
連
休
中
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
。
特
に
、
ご
高
齢
の
方
々
は

い
か
が
で
し
た
か
。
私
自
身
で
言
い
ま
す
と
、
最
近
は
、
連
休
な
ど
人

出
が
多
く
な
る
時
期
は
ど
う
も
旅
行
等
は
敬
遠
し
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
、

普
段
休
み
の
と
れ
な
い
現
役
世
代
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
意

識
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
聞
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、
先
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で

は
、
あ
る
大
手
旅
行
会
社
の
予
約
数
が
前
年
と
比
べ
て
三
割
も
減
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
航
空
会
社
で
も
二
割
減
と
い
う
こ
と
。
そ
の

要
因
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
宿
泊
料
金
（
二
年
前
の
二
倍
以
上
）
や
航

空
運
賃
の
高
騰
で
す
。

こ
の
連
休
中
は
、
観
光
地
等
に
外
国
人
観
光
客
が
殺
到
し
、
都
会
の

デ
パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
高
額
な
商
品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
ま
た
、
高

級
料
理
店
で
も
高
級
食
材
が
惜
し
み
も
な
く
食
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

題
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
般
庶
民
と
し
て
は
、
指
を
咥
え
て
見
て

い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
の
日
本
人
が
世
界
各
国
で
行
っ
て
き
た
光

景
が
、
今
の
日
本
で
逆
転
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
他
方
で
、
人
気
を
博
し
た
の
が
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
と
地
域
で

行
わ
れ
た
催
事
の
よ
う
で
す
。
要
は
、「
安
近
短
」。
多
く
の
日
本
人
は
、

海
外
旅
行
や
観
光
地
に
は
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
か
ら
、
日
帰
り

で
近
い
と
こ
ろ
で
が
ま
ん
し
よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

世
界
的
に
見
て
も
、
我
が
国
は
平
和
で
、
治
安
も
い
い
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
は
、
外
国
人
に
は
喜
ば
れ
て
も
、
日
本
人
に
は
総
て
が
い

い
と
は
限
ら
な
い
の
が
今
の
日
本
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
三
十

年
我
が
国
で
は
初
任
給
が
ほ
ぼ
据
え
置
き
、
非
正
規
雇
用
が
大
幅
増
加
、

こ
こ
数
年
は
、
極
端
な
円
安
で
物
価
高
騰
と
、
日
本
人
に
と
っ
て
我
が

国
は
暮
ら
し
や
す
い
な
ど
と
言
え
る
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
、
何
度
か
行
っ
て
い
る
県
外
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
助
成
金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
割
安
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
ら
、
そ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
助
成
金
の
分
を
上
乗
せ
し
た
料
金
に
設
定
替
え
し
て
い
た
の
で

す
。
従
っ
て
、
支
払
っ
た
料
金
は
助
成
金
の
な
か
っ
た
と
き
と
同
じ
。

そ
れ
以
降
、
料
金
設
定
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。
も
う
そ
の
ホ
テ
ル
に
は

金
輪
際
行
き
ま
せ
ん
。

再
び
新
聞
記
事
に
戻
り
ま
す
が
、
大
型
連
休
の
予
定
は
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
に
「
自
宅
で
過
ご
す
」
と
の
回
答
が
、
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

の
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
安
全
で
、
安
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

同
感
、
同
感
。

「こぶしの会」の皆さん

編
集
委
員   

安
達
正
男 

小
川
福
子 

青
木
恵
子

　
　
　
　
　
羽
生 

力
　
高
橋
武
志 

和
田
博
美

　
　
　
　
　
木
内 

久
雄
（
宍
戸
駅
掲
示
板
協
力
員
）

No.110

松
山
団
地
一

　
　
磯
　
真
乃
助

　　

たずねてみたら

思い出の写真

おしらせ欄

お問い合わせは、支部長 雨谷高市
☎ 080-2025-3896 が対応いたします

地域の皆様のご協力により下記のとおり、収益があり
ましたのでご報告いたします。売上金は高齢者宅への
配食事業等に活用していく所存です。

地域ボランティアに 令和５年度秋の福祉バザー収益金について

宍戸小福祉バザー 270,390 円
ふるさとまつり 71,125 円
冬の陣 21,430 円
旧陣屋夏祭り 10,230 円

合計 373,175 円

皆様のご協力に際し
深く感謝申し上げます。

支部長 雨谷 高市
女性部長 上沼みどり
スタッフ一同

あなたの

を
お貸しくださ

い

動画で～す

2/15 配食活動2/3 飛龍神社の豆まき
12/10 大田町宝会駅ロータリー花壇の手入れ

11/15 道路里親宍戸 宍戸小児童との花植え
11/10 高齢者向け料理講習

会

10/29 宍戸地区高齢者クラブ輪投げ大会


